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祷
村
の
い
う
李
南
滝
の
作
口
「
李
霊
山
詩
票
』
巻
三
に
収
例
ろ
「
細
張
秀
才
落
応
育
厭
」

由

-

つ

》

望

』

晴
暖
余
芳
差
冨
ぜ
し
初
、
瓢
苞
幾
房
に
雑
ろ
．
箔
つ
る
碕
な
．
お
自
ら
瘍
い
、
裾
圭
、
Ｌ
綾
弍
、
う
ば
吉
差
間

野

才

・

く
．
琴
蔑
ん
で
霊
薦
乏
收
め
、
仙
帰
ゞ
了
雫
二
福
壷
勅
乙
・
週
腸
の
兀
廻
ご
Ｌ
鐙
猶
お
廻
賜
歪
剰
す
あ
り
・

巧拙仁ついて口ともかく《宋祁の「落花」の詞に李商腱の「窯顕」舗蹴との刷書桐旨椰誌個倉。

し
か
し
箒
、
剛
ト
ー
雁
李
閨
の
「
究
鬚
曲
」
を
意
識
に
お
い
了
い
ろ
の
で
は
な
い
に
再
う
か
．

・島し・翠被は己に空Ｌく桃械遠く．今より言を程い｝Ｉ更順欝壷薙椥人包
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照
電
池
ナ
民
春
風
に
誤
ま
ら
楓
、
西
家
に
噸
落
し
元
帰
る
査
得
ず
。
周
巻
九

８
》
０

-あ二言例訳沽隠柵毒講韓愈些恭漠鋪大宗）に收勘ろ熱気鰐樋陣苅巾岬續哩詞順あて了いうと９

次
の
よ
う
侭
な
巧
労
萩
勺
針
や
一
・
諏
州
；
》
〉
菫
-
一
・
判
・
宝
《
…
杵
一
重
〆
、
蕊
…
言

老瞬陀夫嗣設耐た壷中園眼園熨ぞ⑦子を圭設、言了．．凄迩乳諏幼弛順曽い辰主活に鼠のＨのお

分を完田だ眉・甘んじＴい匠受，〉て楓了し領ばり老いがＬのびよ割醐死群やってくるにしても．凶

鵠やかに室筍かな努末をむヴ之得淀で両君勺に・ふと逢うた言風洞珠甸薫り年に慰せぅ桐、詔ず

か合の竜志と力了．馴嗣壼中の天乏営毛勺とＬ淀・はかり仮．ご切藩しり別楓と．別制を拒もうと

する狂おＬし乱晨⑦句弓に、励くへしＬらめ躍蕩を嫁われば７らめ．

愚ひＬいといえば李二とに愚か》しいが．ぞう無ずから知リラつととめようもなく圭璋まよい下ろ

せどこｚは．道学壱のまかし今差離椥了見楓ば．もの⑦あｈ、としいうぺまものであ弓勺・

厚…§蓮騨誇諒縮擬羅溌蔑藻震脚痘霊雇い遷悪簾阿覇澱鶴揃海ゞ
諦パ癖ゞ
呈鍵鋒獅諏……蜜：

二
の
句
の
注
釈
Ｚ
し
て
ば
霜
愈
の
「
院
舂
」
と
悪
す
る
一
一
つ
の
義
達
呉
示
す
る
の
ぶ
よ
Ｖ
だ
ス
う
。

草
樹
、
春
の
久
し
く
帰
ら
ざ
る
乏
知
り
．
盲
殿
の
紅
藻
芳
罪
差
闇
、
Ｌ
む
ゞ
楊
淀
と
愉
美
と
は
才
馬
な
く

讐・．

-椎だ天Ｆ漫川》雪ｚ縮『式飛蓉匿鋸可萎卿凱師郡リ稗嘩潅《一達《．．《言→穴
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瞳い等閑膜噴讓偉で空園壷瞳悪。二・鎮一蔑讓霞・｜・噸：唖・悪《．《ゞ
心鐸》筆．
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一ー

教
Ｌ
楓
ず
、
く

小
鋳
⑦
乏
し
い
と
き
に
出
た
の
で
値
う
ち
以
上
に
重
宝
ま
桐
た
が
・
城
市
の
話
を
ぜ
ば
酌
ろ
ほ
ど
に
今
ず
漏
か

く
て
画
ど
う
か
。
沈
ど
⑦
の
書
銅
銭
に
莞
、
く
り
の
捕
の
焚
諸
君
．

沈
売
の
伝
け
『
菅
書
』
巻
九
十
八
に
見
え
ろ
．
異
興
の
豪
摂
で
そ
の
蝿
の
太
守
・
書
の
菫
騎
将
軍
と
な
っ
た
が

自
分
歪
ひ
ぎ
た
了
て
く
椚
灰
征
南
大
椅
軍
開
府
餓
同
三
司
王
敏
の
反
乱
に
応
じ
．
敗
舸
可
故
郷
に
腸
ろ
途
中
・
・
這

侭
逐
い
．
も
ど
の
都
下
に
と
ら
わ
洞
毅
示
、
淀
。
：
喉
や
・
・
《
《

「
衣
」
字
盃
諄
淳
耀
肚
本
は
「
美
」
と
す
る
が
誤
剛
で
あ
る
。
ま
て
．
『
雪
害
』
食
貸
走
に
い
う
．

言
ｎ
．
中
崇
喪
乱
し
完
帝
（
さ
江
窒
過
ぎ
（
都
を
江
南
に
移
せ
）
Ｌ
よ
ｕ
（
異
の
）
孫
氏
②
旧
鐵
を
用
気

軽
菫
雑
行
す
《
大
な
る
も
の
は
ご
楓
乏
比
輪
（
鋳
）
と
い
い
・
中
な
る
も
の
け
ご
舸
壬
四
文
露
）
と
い
う
。

呉
騨
の
沈
克
蚕
た
小
銭
壷
鋳
ろ
。
ご
制
査
沈
郎
鏡
と
い
う
・
鐺
す
下
に
多
か
ら
ず
．
ご
椥
仮
よ
う
了
や
や
言

１

｜同ろ
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城
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一

韓
愈
の
「
晩
言
」
「
落
托
」
Ｑ
一
言
を
．
一
元
組
七
年
か
ハ
年
の
作
で
ロ
可
い
か
と
ｎ
族
し
、
唯
剰
す
蚕
が
確
実

な
こ
と
ほ
わ
か
弓
な
い
．
「
汽
糸
曲
」
も
同
じ
瞬
朝
の
も
の
と
思
う
び
こ
洞
安
た
き
肋
う
け
ろ
ｈ
ｎ
仮
励
か
め
。

弩
が
師
の
げ
に
学
ん
だ
の
か
寵
が
弄
子
の
作
に
示
唆
左
勺
伺
た
の
か
．
そ
柄
も
し
と
よ
〃
断
定
で
き
め
が
両
者

の
間
に
口
共
遇
す
る
し
の
が
あ
る
．
だ
か
ら
製
作
膳
の
前
罐
卜
か
び
ｎ
ら
ず
互
い
に
注
釈
ど
し
て
使
用
し
う
る
の

だ

．

・

・

、

》

ゞ

雪

共
通
す
る
と
い
っ
て
も
、
し
弓
弓
人
ふ
た
川
の
愉
羨
に
対
該
慧
感
情
も
微
ひ
な
遣
い
ぴ
高
叩
・
趣
は
等
の
ア
シ

堂マガンとした琴無才尾多気の宍》か辱天》僅一-《萄実、椚写がら織笑を送っている工勺など二弓ぴあ以

雪
の
に
口
醒
め
た
視
錬
が
感
ぜ
ら
打
ろ
．
》
二
基
毫
皇
←
富
一
奉

天
詩
周
誠
真
、
、
「
残
祭
曲
嘆
蚤
「
三
遁
旨
毒
」
用
語
は
卑
近
だ
び
旨
薄
、
幽
遠
な
作
品
祷
遷
Ｌ
了
、
次
の
主

一

争

うに解読する。．．ハゞ一、へ壷、Ｊ一錐￥蕊一・学淵霊室：《偽

、
猟
ｎ
編
同
義
な
ぐ
見
出
だ
識
、
莞
落
花
壜
と
》
「
楡
芙
」
け
写
景
で
あ
り
．
同
時
に
ま
淀
舂
に
遊
ぶ
少
黄
と

少
年
と
を
分
け
可
雪
諭
し
て
い
る
二
と
童
。
雲
彗
萱
哺
兒
」
「
蕾
蜂
帰
」
と
春
に
蓮
か
男
軟
と
が
隠
微
に
対
比

髻
覚
カ
ロ
ま
た
小
動
物
に
哀
ぽ
い
。

こ
の
詞
に
昼
弓
の
色
調
か
あ
る
．
録
と
黄
だ
。
少
年
の
形
象
は
緑
に
唇
Ｌ
、
少
互
の
何
黄
に
雷
す
る
。
少

年
は
「
緯
善
零
少
受
少
辻
は
「
金
叙
客
」
・
臺
楊
は
緑
．
「
萄
崇
」
「
鴬
」
と
「
篝
蜂
」
は
濤
型
当
垂
楊

箒
老
」
「
籏
糸
欲
断
」
何
臼
の
酌
か
す
、
匂
怯
の
社
会
的
地
位
口
男
性
の
予
価
に
従
冨
Ｌ
、
男
性
の
庚
護
ま

宝、詞（易対比灯当然ほのかに謁壽奎含型←蜂や鳶同家に帰″・児壷育てることを侭得了い

石のに←誌言侭莚ぷ舅迂阿專奈乏細るだけで舂光の老いようとす舜甜らめ．へ戸を見椥ば人の
|4-30 ９１０ -



このあとに、キニ、一卜引いた一節があり-つづけ丁いつ・

「
落
花
恕
侮
廻
風
篝
」
ぼ
澪
の
宮
人
震
帽
の
典
故
芝
使
ラ
マ
い
ろ
‘
霊
碩
が
廻
風
藍
歪
す
る
と
塵
の
花
差
ま

-．こんで落と圭、ごろ。落花口す、下に週風舞達するごとび下式、、たぶん別の一代々
を葦言ご設一淵

と
示
せ
る
だ
君
、
フ
。
ご
内
ご
と
と
愉
芙
の
「
相
隆
」
と
ｎ
よ
く
似
て
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｌ
か
一
Ｌ
補
芙
の
「
担
催
」
は
、
「
主
笏
杓
ば
腱
ず
死
あ
川
」
の
自
簸
律
に
順
応
し
了
い
弓
に
邇
声
ぬ
。
｝
落
一
沌
川

の
芯
勇
二
）
マ
、
吠
圭
、
落
と
天
、
私
ぢ
ま
｛
季
に
な
る
芸
い
と
努
め
了
生
乏
求
崩
て
い
る
の
だ
。
た
だ
、
落
花
の
趣
９

霜
は
風
の
刀
に
因
る
に
す
ぎ
ず
．
一
Ｋ
弓
ま
ち
の
う
ち
に
ま
た
此
上
に
お
ち
る
心
二
籾
で
は
じ
た
ば
た
す
乱
齢
副

じ
ぅ
と
Ｌ
了
い
ろ
の
に
夷
ぼ
塊
一
ｒ
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
の
籍
い
が
か
え
っ
て
弐
、
合
に
多
く
の
落
花
を
ず
れ
４

く
．
ご
洞
Ｔ
は
巧
乏
弄
Ｌ
了
茂
ラ
丁
枇
勺
の
で
は
な
い
か
・

ぞ
ん
な
ら
詩
人
の
同
情
何
運
命
に
軍
ん
じ
ろ
輸
芙
に
煩
き
、
￥
運
命
に
弩
ん
じ
可
Ｕ
落
死
に
、
傾
か
な
い
の
屑

・
弓
つ
ひ
。
わ
楓
ね
洞
ほ
落
花
に
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
の
仮
注
意
す
べ
表
、
だ
。
第
一
、
詩
人
材
繁
茂
が
ど

ん
な
色
乏
Ｌ
て
い
る
⑦
か
明
言
Ｌ
暗
示
し
せ
め
・
千
打
自
身
の
色
調
ぴ
あ
ろ
ら
Ｌ
い
・
第
二
・
：
［
華
昨
週
風
違

舞
」
に
は
靖
花
の
活
力
が
畢
堯
ほ
か
の
多
く
と
同
じ
下
な
い
二
と
乏
顕
示
す
る
．
箒
三
・
》
「
落
死
」
の
上
旬
→
一
．
《
一
《
い

ぼ「花台棚專菩辞去」・落花の議舞は自分のた例だけで河江く・逝こうとする春光をひ宝と

列
よ
う
と
す
る
匠
凋
な
の
だ
。

地
ｉ
Ｌ
Ｉ

州・’一“温《／陶翻雲櫛蝋鰯僻恥溺瀧蝋溌可汎戦協《乳一

の
仕
務
了
あ
る
こ
と
王
い
つ
。
少
な
の
特
徴
、
「
金
銀
」
、
ご
和
は
續
箭
が
互
性
の
社
会
的
任
笏
の
一
っ
て
両

ろ
こ
と
差
い
う
．

●
昨
勺
日
叶
心
０
。
郡
叫
患
州
も

１

ー

、

１

１

ｰ
、



の
運
今
は
「
爽
減
諾
」
た

「
不
知
蚊
」
「
天
城
路
」
何
世
人
ｌ
寸
寸
ろ
-
宍
と
あ
り
ｒ
が
自
乞
Ｉ
す
る
ｌ
菫
ど
あ
Ｕ
の
威
令
達
も
一
二

孔
「
一
尋
一
代
」
い
う
Ｆ
六
Ｌ
｜
工
-
迂
性
⑦
辻
会
的
光
一
」
同
男
性
ｌ
穴
雷
す
る
か
社
会
と
渥
銃
も
完
全

１
ば
仮
友
例
生
二
刀
／
喜
一
七
戸
／
二
一
判
鱈
Ｌ
え
な
’
こ
と
を

二
⑦
解
説
⑦
ご
ど
ｌ
芦
ｌ
「
く
ｒ
ｌ
１
Ｉ
ろ
と
宅
っ
ｒ
ｒ
》
剛
醇
何
串
引
の
幽
謝
ｌ
比
Ｌ
了
割
り
肌
り
す
雲

ｒ
感
刃
あ
り
八
口
一
八
月
元
Ｖ
と
八
足
言
Ｖ
の
訂
一
』
を
こ
こ
Ｉ
見
る
ｒ
け
て
口
こ
の
奇
勺
八
過
毫
Ｖ
歪
含
乙

作
γ
ｚ
Ｌ
マ
Ｌ
刺
苣
一
打
７
「
壱
一
化
曲
」
な
ら
は
と
℃
刀
く
も
「
議
茅
曲
」
と
↓
っ
頴
竜

等

詩
人
の
落
一
化
に
対
す
る
感
情
謹
凄
叫
調
刺
朗
で
漏
る
〉
一
同
時
に
鐙
美
飼
、
慨
歎
餉
だ
。

柿
芙
は
「
不
知
叙
」
で
．
「
夫
減
鵠
」
だ
が
詩
人
厘
洛
花
の
敏
臺
一
ｋ
厘
一
三
意
せ
め
。
一
戸
は
世
人
で
楡
養

の
よ
-
っ
に
運
命
に
要
人
じ
ろ
も
の
口
多
く
、
毒
化
の
よ
毎
Ｆ
逼
争
に
安
ん
じ
な
い
者
は
少
Ｖ
二
と
を
暗
一
示
し

て
い
ろ
。
：
→
：
一
・
一
こ
》
望
．

愉
芙
口
白
く
て
、
位
に
墜
弓
だ
の
君
「
死
郎
青
鋳
」
に
察
代
寸
一
壹
二
楓
口
わ
楓
わ
籾
に
冑
白
色
の
鍔
童
電

乏
建
這
夫
、
せ
る
。
〃
年
-
ロ
〔
舞
篝
」
だ
が
嫌
寶
の
間
に
す
で
に
白
書
の
彰
ぴ
あ
ろ
（
言
旬
の
「
菫
楊
禁
垂

に
す
了
に
こ
の
こ
こ
雰
が
匠
一
の
祠
い
-
て
い
る
言
《
読
人
の
感
賞
中
矛
旬
老
人
と
小
・
茸
の
間
の
府
闇
の
へ
だ
た
り

愉
天
が
髄
芯
に
睦
君
仮
の
右
・
「
死
郁
責
議
」
仁
安
化
す
る
．
こ
れ
ロ
人
ｎ
一
代
微
に
や
「
と
時
悶
の
影
響
ず
ぅ

。逃れうることを暗示する、人が死んだのち、のころ印象が永遠一卜声昔で温るのは、沈郡が杓

伺わ楓に《のこす印象が言舂で蒜ろのと〉てつくりだ．しかＬ印象何印象にす雪、ず、揃芙の実際

ぼ
存
在
し
な
い
。
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二
ニ
ナ
で
や
っ
て
き
て
、
ざ
Ｔ
わ
た
し
自
身
は
「
残
奈
曲
」
差
な
ん
と
訳
せ
ば
よ
い
び
．

さ
き
に
も
い
「
正
よ
う
仮
．
こ
の
喬
糸
に
耳
遊
峯
・
蛛
鯛
．
柳
祭
び
ほ
の
防
い
了
・
〒
の
些
椥
を
も
切
り
す
．

了
ろ
わ
け
に
は
何
か
め
。
「
柳
宗
説
を
と
ら
め
」
と
い
い
ま
ろ
壽
気
け
な
峰
し
か
し
こ
の
詩
の
主
題
側
．
ひ
碁
”
←

の
こ
こ
弓
も
．
お
の
打
の
二
二
弓
Ｌ
Ａ
あ
〃
と
閃
了
手
に
、
と
ら
打
ず
‘
、
誇
杁
ば
又
け
く
至
ｂ
し
ら
す
Ｖ
と
ｐ
か
旧・９

中
世
の
ひ
ど
び
な
げ
い
た
と
二
易
と
相
通
い
お
も
む
ま
を
う
た
う
に
あ
っ
た
と
澪
辻
ら
桐
ろ
。
そ
こ
に
さ
い
わ
い

誤
り
が
な
い
と
す
猟
ば
『
漂
氏
』
に
万
今
「
て
「
か
け
再
今
の
曲
」
と
い
う
了
し
よ
い
心
し
か
し
蕉
詩
は
や
や
ぐ
ｓ

だけた調子だし．-厘痔は指こぬにしても・く池の砺認も柳の糸も匂わせたいし」す楓は、や灯り、岨

「
祭
遊
の
曲
」
「
い
と
ゆ
ふ
の
勺
及
」
あ
尺
〃
阪
落
有
つ
こ
う
か
．
い
や
や
は
り
票
蒲
の
「
残
奈
曲
」
は
そ
の
ま

一

へ

-

ず
訳
頚
侭
耐
ご
Ｌ
了
本
文
の
中
下
「
糸
遊
」
萱
生
か
せ
ば
よ
い
．
〒
打
な
ら
ば
は
じ
切
に
掲
げ
た
試
訳
け
ほ
と

ん
と
動
か
す
艦
要
ロ
な
い
の
だ
が
・
二
化
臺
欲
暮
春
溌
去
」
の
訳
文
麦

と
訂
正
Ｌ
Ｔ
お
こ
う
．
〒
の
上
下
見
亘
Ｌ
Ｔ
拙
訳
が
文
字
通
〃
②
拙
劣
な
の
に
苦
笑
せ
ざ
る
を
え
な
い
．

う
て
鞍

花
の
台
の
く
御
ぐ
例
に
春
は
差
か
り
ぬ

ハ

０

〃

略



一

付
記
壺
皇
匡
壬
款
伝
に
、
伝
が
酒
を
①
ん
だ
詞
と
い
う
池
魏
の
武
帝
の
禁
符
「
老
霞
伏
梗
、
志
在
千
里
．

烈
士
暮
茸
、
壮
に
不
已
」
と
歌
い
、
加
壼
で
哩
壼
を
打
ち
罰
壼
と
「
た
の
工
一
室
の
ふ
ち
は
凧
く
欠
け
た
、
淫
Ｖ
気

『
世
論
割
語
』
に
可
〕
①
巳
．
一
語
林
』
下
口
〉
-
１
綱
壺
が
珊
瑚
だ
っ
展
と
し
う
ｒ
一
・
う
で
弱
る
。
李
雪
は
も
と
工
Ｕ
寿

の
詰
口
知
っ
て
い
灰
は
ず
た
が
《
「
黄
糸
曲
」
の
壷
に
箒
切
イ
メ
ジ
を
移
し
Ｔ
ｎ
ｖ
ｎ
ｒ
匠
君
勺
。
？
届

陳
埼
残
「
李
窒
評
伝
」
は
一
河
一
三
三
『
國
立
雷
東
大
琴
文
科
学
高
季
刊
』
孝
一
期
に
掲
載
示
舸
た
。
わ
た
し

の
知
る
範
囲
で
け
二
○
世
紀
に
口
い
「
て
か
ら
の
画
、
国
人
の
李
豊
に
閨
す
る
專
論
と
Ｌ
て
は
早
い
方
に
震
し
、
道

二
、
》
Ｏ
世

陳
垂ロ！

這

つ』″が
０

の
李
皆
へ
（
ハ
）

グ
ー
恥
」
α
ｒ
ｒ
鄙

②
、
ヰ
グ
ロ
達
非
覇

ろ
謁
揃
下
あ
ろ
う
。

曜
仇
に
ま
ま
で
程

一の『の。』。二
、

i４g4 C.l.4



こ
の
評
伝
Ｔ
口
引
用
の
孚
篝
詩
差
、

『
龍
脊
貼
連
銭

報
蹄
白
踏
僅

黒
人
織
錦
篭

誰
爲
察
金
鞭

と
い
う
匠
凰
に
割
川
つ
け
Ｌ
-
Ｉ
、
覇
《
〃
て
、
三
森
風
に
い
え
口
、
“
〒
ザ
イ
ン
と
Ｌ
Ｔ
新
し
い
．
前
記
周
論
文
や
謙
裕

芳
「
李
長
吉
與
月
」
（
学
灯
一
穴
二
四
年
）
が
こ
の
体
隷
至
と
「
て
い
な
い
と
す
舸
何
暴
初
の
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
巳
し
抓
め
。

掲
載
談
⑦
一
一
○
二
～
一
二
三
至
邑
②
一
、
の
三
○
ぺ
ｌ
ジ
乏
九
つ
の
菫
に
合
か
つ
。
（
二
は
苧
南
健
の
「
李
舅

評
伝
」
な
ど
に
脚
ろ
雪
の
主
震
・
と
序
品
菓
の
略
介
。

（
一
二
ぼ
「
濤
詩
」
と
「
高
野
遇
」
芝
引
い
て
釧
茸
時
の
抱
舅
の
遠
大
と
社
会
人
と
し
て
の
玖
珂
不
這
達
託
式

（
一
三
晦
珂
に
よ
る
抑
謬
不
平
の
気
ほ
・
酒
に
圭
姜
ら
す
ほ
か
口
．
忘
椚
ら
汎
在
古
人
や
黄
蕊
し
た
威
宮
に
同

情
の
婦
壹
弄
帯
寺
・
骨
肉
の
兄
羊
に
￥
の
舌
し
ゑ
を
訴
え
る
こ
と
に
ば
か
し
え
た
だ
け
だ
。
「
勉
濤
行
」
乏
引
い

了
八
す
ぐ
洞
疋
請
人
で
あ
〃
な
が
ら
．
言
に
這
わ
洞
、
や
乙
乏
え
ず
主
仕
、
ズ
下
か
て
を
得
-
家
を
遠
く
ｎ
な
洞
冥

Ｌかも幼い茅を手許におい丁おくことさえでま肋・向疋ろあ祠楓なことか！ｖ「潟州張六三病遁

乏引い可八あの冷篭な社会．乱露の世界にあっ了誰がおまえの獄中のわびしい肥を温めに柔よ今や

ｌ
０
０
ｊ
９
り
０
６
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ
９
６
ｌ
９
０
日
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｊ
９
０
９
１
日
０
０
ｑ
０
０
６
Ｕ
４
ｊ
Ⅱ
０

ｂ

▲

早

い

？

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｐ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
卜
Ｌ
ｒ
ｌ
Ｐ
-
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー
ト
ー
ト
ー
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
‘
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
卜
-
’
１
１
１
-
ｂ
Ｉ
■
ｑ
ｄ
９
０
Ｇ
ｈ
Ｂ
１
０
ｂ
凸
田
■
Ⅱ
ｂ
Ｌ
ｂ
・
ｐ
０
Ｄ
Ｐ
卜

↑

Ｌ
』
一
一

一〉一Ｌ》
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一

（
皿
）
「
客
壷
」
乏
引
い
了
繧
郷
の
信
垂
の
べ
・
昌
谷
諸
詩
篇
仁
よ
う
マ
ー
雲
の
散
郷
ぼ
昌
谷
だ
と
す
る
。

（
五
）
杜
牧
「
畏
舌
文
集
亭
」
の
八
深
壜
苣
今
末
奮
経
道
者
Ｖ
王
分
析
ｉ
」
篝
が
好
ん
で
詠
ず
ろ
討
象
を
．
荒
台

革
雄
や
箏
人
・
・
…
…
と
Ｌ
・
「
過
華
矯
宮
」
「
還
自
会
稽
歌
」
芝
逼
弔
故
宮
、
「
梁
言
古
錨
」
董
逼
串
荒
台
、
「
王

署
薑
下
作
」
歪
逼
弔
弄
雄
．
「
蕊
小
川
墓
」
「
追
細
向
謝
銅
雀
痕
」
を
運
弔
美
人
の
作
と
い
い
、
「
銅
駝
走
」
に

二
柄
、
雌
ず
し
も
荒
煙
雲
草
中
の
銅
駝
査
簿
弔
す
る
の
て
な
く
、
港
乗
の
要
王
経
た
銅
駝
い
た
坊
に
同
情
の

涙
を
莞
ぞ
ぐ
だ
け
で
同
な
い
。
「
檎
南
多
馬
客
」
以
下
何
・
た
だ
ち
Ｆ
銅
駝
と
化
舅
Ｌ
可
、
濤
実
流
涕
し
つ

つ
普
天
下
切
所
生
琴
死
壱
流
芝
這
弔
Ｌ
た
の
だ
．
、

垂
ハ
）
芸
術
卜
｜
の
癌
写
阿
富
観
的
て
石
ろ
べ
さ
だ
が
・
詩
人
ぼ
科
学
苣
で
ロ
な
い
か
ら
１
情
感
が
遅
刻
の
作
用

を
超
過
」
、
色
眼
鏡
を
か
け
夜
感
画
ま
め
が
例
め
．
李
雪
は
精
神
的
傷
害
を
う
け
、
￥
の
涌
写
何
病
的
主
観
的
色

彩
が
濃
厚
だ
。
「
李
逼
室
濤
引
」
「
蜀
国
鉱
」
の
音
調
猫
弓
口
雲
蔽
．
「
神
絃
曲
」
の
鬼
気
涌
写
ロ
妻
電
に
遇
岑
、

「
罹
門
太
守
行
」
の
藪
声
何
灌
遥
に
た
え
下
、
「
南
山
田
中
行
」
・
は
茨
ぐ
っ
Ｌ
Ｆ
川
の
善
演
前
世
界
先
「
美
人
椀

頭
歌
」
広
い
た
っ
て
胸
中
の
匙
悶
が
ほ
ぐ
打
た
・
し
し
坐
し
か
打
の
精
神
が
建
全
で
あ
ま
Ｕ
落
観
を
か
か
え
ず
．

短
命
下
死
ぬ
に
三
一
ら
な
か
フ
た
・
句
宍
、
三
大
弛
閉
の
自
然
の
奏
逢
と
〃
硯
げ
て
二
臺
一
と
く
欣
喜
し
、
こ
と
ご

い
え
ば
「
琴
の
中
て
あ
う
ま
つ
で
笑
」
-
え
ろ
》

得
朗
で
．
曼
殊
大
師
の
小
説
差
読
む
よ
う
だ
．

お
ま
え
ば
た
だ
需
毒
の
涙
眼
と
貝
つ
鋪
あ
い
、
秋
の
虫
の
鴎
咽
と
応
答
Ｌ
あ
う
だ
け
．
お
書
え
の
費
す
ろ
兄
葬
と

い
え
ば
「
箒
の
中
て
あ
う
ま
つ
で
笑
」
-
え
ろ
だ
同
ワ
の
だ
Ｖ
，
感
情
移
入
Ｌ
了
斥
ど
ん
ど
一
体
代
す
る
ま
で
仁
感

●

ｒ
・

つ
暇
了
口

ど
く
描
写
し
た
だ
巧
-
っ
。

、

ｆ’し■Ｉ勺』
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酒精中に死酪Ｌ一く・一ｄ，一くに「篝ある乏和ら寺・魏晋壷諭す一堂’一，臺一鈩（《〃釧一や-一、辰だ「人間酒

瞭
か
に
し
丁
舂
拮
芒
・
花
技
毒
一
ト
ス
ニ
！
白
日
罠
Ｌ
」
と
お
ぼ
え
る
だ
け
，
〉
二
扉
し
ま
尺
玲
酷
な
社
会
と

雲
涙
的
世
界
〃
が
》
あ
る
例
か
、
ご
工
一
に
弛
一
月
崇
く
日
鴎
迂
Ｌ
・
宋
『
一
く
人
毎
壽
至
誠
ろ
」
恐
怖
が
あ
る
釣

か
．
ま
ま
よ
「
…
］
、
青
春
日
手
さ
に
書
椚
ん
と
し
、
挑
茂
乱
碧
紅
雨
の
岨
蚕
乏
や
」
、
一
畿
縦
に
酢
臥
す
満

堂
の
月
ニ
バ
、
「
主
の
款
喜
」
芽
菫
，
費
す
ろ
例
が
圭
Ｌ
だ
．

（
ハ
）
零
一
卜
つ
い
了
・
抑
圧
詩
、
浬
憲
郵
蓉
矛
-
鑑
対
的
自
由
乏
礼
二
全
示
現
Ｌ
つ
る
嚥
一
の
時
間
何
等
だ
Ｚ
の

罰
川
説
差
引
壹
千
の
琴
ぼ
荷
の
畦
眠
購
豹
巽
で
な
く
白
一
億
⑦
非
非
朗
嬉
像
と
幻
想
を
Ｌ
入
荊
丁
考
、
え
元
よ
い
と

す
る
。
そ
う
Ｌ
了
雪
の
「
仙
人
」
唇
一
…
鋺
琴
中
の
仙
人
を
幟
い
た
ｆ
の
。
「
袖
仙
曲
」
は
志
令
に
詳
細
便
天
庭
を

写
し
、
自
吟
仙
人
と
な
ブ
マ
ー
大
庭
蓄
一
鬘
子
〃
ろ
の
び
臺
壷
天
」
、
理
駕
重
大
宮
を
写
し
た
の
が
「
天
上
謡
」
・
天

上
の
票
箏
王
写
す
の
が
「
上
雲
蒙
」
→
（
ず
か
合
奏
王
（
神
人
）
と
な
ぅ
マ
ハ
極
に
遊
ぶ
の
が
「
秦
王
飲
酒
皇

李
商
礎
「
李
窒
川
伝
」
の
白
玉
繕
の
語
は
、
台
濤
⑦
病
人
の
壼
謁
⑦
深
蕾
が
》
浮
恭
Ｌ
た
も
の
Ｔ
、
弩
か
平
主
神

仙
と
万
っ
了
察
園
に
住
魚
辰
い
と
露
っ
マ
い
た
も
⑦
か
莞
二
に
発
現
し
た
も
の
だ
、
と
す
る
《

〔
九
）
文
学
は
人
格
の
表
現
で
一
人
⑦
文
学
者
の
圷
品
何
か
桐
個
人
の
人
格
表
現
が
透
徹
Ｌ
Ｔ
い
ろ
ぼ
と
よ

い
．
ｎ
打
、
打
側
李
雪
の
詩
歌
壬
読
ん
で
、
か
打
が
ど
人
な
に
走
窒
得
ず
薑
閲
す
る
青
年
Ｔ
あ
り
へ
現
任
に
封
し

Ｌ
・
オ
ー
フ
ー
《
カ
イ
ヤ
ム
、
魂
畢

０

「
将
進
酒
」
二
恭
宮
詩
」
乏
掲
け
。

Ｉ
・
カ
イ
ヤ
ム
、
魂
武
帝
、
陶
淵
明
．
李
白
の
詞
査
引
・
蚕
、
弩
の
畔
が
時
唾
「
言
宣
短
」
「
泪
勧
酒

０

一

■

垂
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’
九
五
五
茸
・
李
奏
請
の
色
影
乏
圭
惑
と
一
ｕ
ろ
論
文
が
一
三
出
た
。
石
川
一
成
「
李
長
吉
⑦
色
彰
感
覚
-
-
蕊
」

と
「
録
」
に
表
象
夫
、
㈱
ろ
も
の
Ｉ
」
些
黄
丼
一
隻
「
李
碧
の
詩
ｉ
精
に
〉
マ
、
の
邑
影
に
つ
い
え
ｉ
」
だ
。
嚴
者
に
「
い
て

口
別
に
託
す
・
石
川
の
は
東
京
萩
言
大
学
・
中
国
文
化
研
汽
會
発
行
切
弓
中
國
丈
化
研
究
善
報
』
等
四
期
壽
二
談

悲
観
乏
泥
幸
人
性
に
封
し
了
頽
雇
餉
一
ｒ
・
酒
Ｆ
利
那
的
享
禦
乏
末
桐
亭
中
に
理
廻
飼
葉
園
達
求
め
派
こ
ど
王
、
知

る
。
ガ
打
の
個
人
閉
人
格
は
千
ｍ
作
品
由
か
合
幸
三
、
Ｕ
圭
と
お
告
ね
河
-
１
く
ぢ
。

一

毛

世
評
了
は
「
李
害
完
才
」
と
い
う
、
お
お
と
れ
か
制
の
感
情
の
壽
常
、
想
像
綱
奇
怪
、
造
可
の
符
別
の
だ
。
及

些
え
ば
「
割
言
祭
日
酩
酊
霞
酒
不
到
劉
伶
眉
上
十
こ
「
伏
雷
涯
下
調
畠
絲
下
甑
、
子
孫
綿
岨
石
上
葛
」
「
月
寒

日
暇
來
諏
人
寿
」
な
ど
⑳

原
氏
の
こ
の
評
伝
が
出
て
ず
袷
五
十
年
た
「
だ
．
｝
》
謹
観
・
頽
毫
・
享
棄
・
幻
建
←
〃
の
詩
人
は
、
い
す
や
二
逵

家
菫
一
家
詩
人
．
一
圃
勺
向
雪
調
茎
臺
諏
択
洋
一
重
討
人
一
エ
封
蒙
と
寸
乙
も
①
玄
局
冨
差
乃
岻
し
か
し
ぞ
⑦
い
す

濁
・
か
び
お
や
丁
う
て
い
る
わ
、
了
も
、
勺
莞
乏
つ
い
了
い
ろ
わ
伺
了
ル
ワ
い
。
一
／
手
川
同
李
篁
が
こ
の
画
方
向
達

含
む
複
器
可
詩
人
下
、
遇
意
餉
-
に
一
‘
方
に
ひ
妻
つ
げ
了
割
い
き
ｚ
-
つ
と
Ｌ
了
も
割
叩
き
打
な
い
の
だ
、
と
い
う
二

とた君勺。

陳
寅
に
つ
い
了
ほ
こ
詞
評
伝
列
高
三
一
こ
と
以
汁
ロ
訓
令
万
い
。

一

口

l l l
-

威

ー

今
、
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が穎一言ｉあ〃〃千打．が句申匡錫一ノマ掲壁症し一″が今冷蔵と産素との清浄易一つ世宇達黙調まぜ、ヌ

ー巨二一こが〉一↓の←害とご-ヱとか汽〆壽淨菫羨現する一，芋川＃一Ｌ・旙詐一諺」-与ｋの使用か多い-

２「悪」「涙-一「謎ご「で」一零，二-一涛」｜嗣加く-ハ間獄債の動癌〆一卜健秦な一団や牛一命の枯渇状

難を一一渡す語に封一斗一つ震借二一：ご言蝿圭函が一訓甑⑳「害」「一十一」と同様に修飾語〉」Ｌ一ｔより主命を袴

君？非砺飾話乏規制し〃〉一：戸責窒〕；に何隔舗咋価舗の｛穏崎一Ｌ”富男に一Ｖ一再爵-４い一諸筵語菱詰岬

◆
Ｆ
邑
一
凸
一
・
一
』
●
や
（
眠
〕
》
霧
・
一

今三、せ←戻吉、劃用語と詔夙か一・抗ろ誌（同僑汽約壼遠・薑舅皇蘆〈「一幸一調宣Ｌ足譲囲内列一〃説例夛

ご
と
め
出
末
勿
語
）
が
寂
駒
鶚
一
し
主
爵
斡
←
表
出
に
外
一
刎
渉
ハ
『
ぬ
こ
と
左
毒
、
え
辰
⑳
９

．３一晨吉の服に醗手一（琴嗣口《一二熟．一｛侍’一、、一錫祁一一-観旱巨識葬一也一仁局才側の．個々
㈱Ⅷ刑《廓￥板何串一型興妹蟹〃“

菫かワ川Ｉかに実》今っ：：：：「、紅」｜津一川「一郭」汀．洲“誠廷〉一が魁とかじ、副個Ⅲ９．埴祁一ぐ例ろ一斗一と掴勿一．翰《ｌ

罰〉二“》〃一北Ｔ一銅舂か詞穀遮｛、、へ土）側票Ｌ一・、いろ｜”｜-一銅壱〃〉マ打よ″も輿，．：「緑」なⅡ「糊」ゞ
：写川が一“

〉診房ような様相乏室Ｌ了いろか〃問顎ワの了ある。浸吉の自誠々
分脈口自己の感賞に主観に扇

も-馬実了あるごとび「蛸←紅」一関森」”「老翠」三一苛々
と川、丸；一；・詩語乏楢成す胃切耐賜穏や一”》進：§…一§

〃

舎

凸

。

-

４靜十緑撒．↓瀞緑揃・↓静緑，浄十紅花↓今紅一江↓冷紅ご楓が戻圭酉⑦詩語構成の過程了斗．

はないだぢうか》・：一樹」といロずとも「花」といはすと圭舎〕翫に脳ずこ昌朋謝り》なか祁一ぞ狐が貝

休閑に豆んの色騨室指示するものであるかが朋瞭仮菅取六伺乙似上〃長吉の服から阿波以〉罰の・詩

一

田
万
世
宗
と
鳳
妻
ウ
マ
奇
怪
な
砿
氣
と
幻
渇

，
「
韮
」
「
王
」
二
三
い
ふ
語
へ
の
寮
好

蕊鋤墓薯翌署．覇ぅ鷲言；署１『『剰写量、細-ゞ
…・勘・・ざ圏３割署顛；賞員駕篭翌弓争渇

●

。

●

合

巳

一
一
芦
亡
今
や
守
。
｝
可
一
寸
-
》
・
‘
》
、
ロ
〆
守
今

’
＝


